










1 研究の目的 

広島県では 56 年から脳性マヒ早期発見を目的とした心身障害早期療育事業を開始、今後全

保健所に拡大してゆきたいと考えている。しかし、本県の市町村における乳児健診(一斉集

団方式)の実施状況には、かなりの差があることからその実態を把握し、一貫した母子健康

管理システム確立のため，実施体制について研究する。 


